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質
問　

空
き
家
は
放
置
が

続
く
と
、
環
境
や
安
全
面

な
ど
で
大
き
な
支
障
と
な

る
。
少
子
高
齢
化
の
中
、

今
後
も
空
き
家
問
題
は
深

刻
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

28
年
度
町
予
算
で
「
空

き
家
等
実
態
調
査
委
託

料
」
が
計
上
さ
れ
た
が
、

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
実
態
が
把
握
さ

れ
、
課
題
や
対
策
が
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
空
き
家
を
有
効

に
活
用
で
き
れ
ば
、
大
き

な
地
域
資
源
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

外
観
目
視
に
よ
る

調
査
で
２
０
６
件
の
空
き

家
と
思
わ
れ
る
建
物
を
抽

出
し
た
。
そ
の
後
、
所
有

者
ら
に
対
し
て
郵
送
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

１
１
８
件
の
回
答
を
得
た
。

集
計
と
分
析
に
つ
い
て
は

現
在
作
業
中
で
あ
る
。
活

用
に
つ
い
て
は
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
一
般
住
宅
を

目
的
に
沿
っ
て
改
修
す
る

こ
と
も
必
要
に
な
る
。
行

政
が
主
体
と
な
っ
て
空
き

家
を
す
ぐ
活
用
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
ま
ず
は
適
正

な
維
持
管
理
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

安
心
で
き
る
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
問
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す

質
問　

国
の
29
年
度
予
算

で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上

げ
、
70
歳
以
上
の
高
額
療

養
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
負
担
増
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

問
①
　
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
お
よ
び
特
例
軽
減

措
置
の
見
直
し
内
容
と
人

員
は
。

町
長　

国
が
激
変
緩
和
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
特
例

措
置
を
段
階
的
に
縮
小
す

る
。
29
年
度
約
５
０
０
人

が
対
象
と
な
る
見
込
み
。

問
②
　
町
の
国
民
健
康
保

険
税
と
70
歳
以
上
の
高
額

療
養
費
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
30
年
度
か
ら
の
都

道
府
県
化
の
対
応
は
。

町
長
　
国
民
健
康
保
険
税

は
加
入
者
の
生
活
に
配
慮

し
な
が
ら
徐
々
に
引
き
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
。
高
額

療
養
費
は
制
度
維
持
の
た

め
、
低
所
得
者
に
配
慮
し

た
う
え
で
基
準
を
見
直
す
。

30
年
度
か
ら
の
都
道
府
県

化
に
向
け
て
は
、
都
と
協

議
を
重
ね
実
施
に
向
け
た

調
整
を
進
め
て
い
る
。

問
③
　
今
後
、
介
護
保
険

制
度
は
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
の
か
。

町
長
　
現
在
実
態
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果

を
分
析
し
町
の
地
域
性
を

踏
ま
え
、
国
や
都
の
動
向

を
反
映
し
た
計
画
を
策
定

し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

大
坪
　
国
広　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

町
長

「まちかどデー」の様子（シルバーまちかど）

町
の
魅
力
と
宝
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

理
念
に
つ
い
て
問
う

活
力
に
満
ち
た
生
活
を
送
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
を
目
指
す

質
問　

わ
が
国
は
、
太
古

か
ら
社
会
制
度
の
変
遷
、

惨
禍
を
経
験
し
な
が
ら
も

住
民
の
英
知
と
努
力
に
よ

り
着
実
に
発
展
し
て
き
た

歴
史
を
有
し
て
い
る
。
わ

が
町
も
、
町
制
施
行
以
前

よ
り
先
達
の
志
を
受
け
継

ぎ
、
今
日
の
ま
ち
の
姿
が

あ
る
も
の
と
認
識
す
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
科
学

の
進
歩
と
普
及
、
ま
た
、

社
会
状
況
の
変
化
が
あ
っ

て
も
普
遍
的
な
発
展
を
実

現
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
町

長
に
次
の
２
点
を
伺
う
。

問
①
　
町
の
魅
力
と
宝
は

何
か
。

町
長　

先
人
が
築
き
上
げ

て
き
た
歴
史
と
文
化
、
狭

山
丘
陵
を
は
じ
め
と
し
た

緑
と
景
観
が
宝
で
あ
り
魅

力
で
あ
る
。

問
②
　
町
の
発
展
に
必
要

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
念

は
何
か
。

町
長　

10
年
、
50
年
後
、

さ
ら
に
そ
の
後
の
町
の
姿

を
見
つ
め
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
。
町
民
や

事
業
所
、
地
域
団
体
な
ど

と
町
が
対
等
な
関
係
で
役

割
と
責
任
を
分
担
す
る
と

と
も
に
、
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
も
町
民
一
人
ひ
と

り
が
豊
か
な
心
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
潤
い
の
あ
る

快
適
な
空
間
で
、
活
力
に

満
ち
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
を
目

指
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
。

森
　
　
亘　

議
員
（
自
民
新
政
会
）

さくらまつりで賑わう六道山公園

空き家対策と活用策を進めよ

行政が主体となって空き家をすぐ活用することは難しい

近藤　　浩　議員（改革みずほの会）

町長

所有者に対して行ったアンケート

質
問　

東
日
本
大
震
災
か

ら
６
年
経
つ
が
、
そ
の
後

も
熊
本
地
震
や
大
型
台
風
、

豪
雨
災
害
な
ど
多
様
な
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
、
首
都
直
下
地
震
の
発

生
確
率
は
、
30
年
以
内
に

70
％
と
い
わ
れ
て
お
り
、

更
な
る
防
災
機
能
の
強
化

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で

４
点
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。

問
①
　
災
害
発
生
時
の
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
。

町
長　

地
域
の
関
係
機
関

と
連
携
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
運
営
体
制
を
確
立
し

て
い
く
。

問
②
　
女
性
の
視
点
を
生

か
し
た
防
災
対
策
に
つ
い

て
。

町
長
　
防
災
・
災
害
復
興

対
策
を
行
う
う
え
で
、
積

極
的
に
女
性
の
参
画
を
推

進
す
る
。

問
③
　
住
宅
耐
震
化
に
つ

い
て
。

町
長
　
町
で
は
住
宅
耐
震

関
連
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
が
利
用
件
数
は
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
今
後
も
重
要

性
を
訴
え
推
進
し
て
い
く
。

問
④
　
公
共
施
設
の
非
構

造
部
材
（
天
井
な
ど
）
の

耐
震
化
に
つ
い
て
。

町
長
　
避
難
所
と
な
る
小

中
学
校
体
育
館
と
中
学
校

武
道
場
の
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
を
早
期
に
行
う
必

要
が
あ
り
、
29
年
度
予
算

案
に
調
査
・
設
計
費
を
計

上
し
た
。

防災機能の強化について問う

避難所運営が円滑に行われるよう体制を確立していく

小川　龍美　議員（公明党）

町長

耐震工事を行った中央体育館の天井

町
長
　
認
知
症
カ
フ
ェ

を
29
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
て
い
く
方
向
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長

認
知
症
対
策
の
取
り

組
み
は


